
10 － 20
11 － 25
13 － 10
20 － 15
－

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

◎ 4 10 0 3 4 1 ○ 4 8 2 1 0 2

○ 5 9 1 1 4 3 ○ 5 17 1 6 2 2

○ 6 14 3 2 1 2 ○ 6 6 0 3 0 2

7 6 0 2 2 1 7 6 1 1 1 1

8 3 1 0 0 2 ◎ 8 11 0 4 3 4

○ 9 5 0 2 1 2 9 0 0 0 0 2

○ 10 7 1 1 2 4 10 0 0 0 0 0

11 0 0 0 0 0 11 0 0 0 0 0

12 0 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 ○ 13 18 1 6 3 1

14 0 0 0 0 0 14 0 0 0 0 0

15 0 0 0 0 0 15 4 0 1 2 0

16 0 0 0 0 0 16 0 0 0 0 0

17 0 0 0 0 0 17 0 0 0 0 0

18 0 0 0 0 0 18 0 0 0 0 0

54 6 11 14 70 5 22 11

○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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N2 11:00 女子準決勝

宇 部 商 54 70

　1Qお互いマンツーマンDefでスタート。慶進は序盤シュートが堅いもののOffリバンドで圧倒し
得点を重ねる。また、守っては慶進#4が宇部商のアウトッレトパスに対してワンクッションを入れ宇部商得意
の速い攻撃を封じ込める。宇部商はモーションOffを展開しようとするも慶進の固いDefに阻まれ単発の3Pが入
るのみとなり、10－20と慶進が流れをつかんで1Qを終了する。2Q宇部商は1-1-3のゾーンで反撃を試みるも慶
進は内外角、Offリバンドとまんべんなく得点し隙を見せない。宇部商たまらずT.O。ゾーンを1-3-1に変え、
３クォーターから当たる。しかし、これにも慶進動じず、21-45と更にリードを広げて前半を終了する。3Q慶
進は得点差のためかやや集中力を欠いたプレーが見られる。慶進はすぐさまT.Oをとり選手に気合いを入れ直
す。宇部商は開き直りかからか、思い切りよくシュートを放ち、本来のリズムを取り戻す。34-55と慶進が前
半のリードをほぼ保ち最終Qを迎える。4Q宇部商はオールコートのマンツーマン、2-2-1のゾーンプレス、1-1-
3ゾーンと全てのことを出し尽くすように必死のプレーを展開する。その気迫に慶進はやや押されたか、途中
13点差まで迫り宇部商サイドも活気づくが、慶進は#13のジャンプショットや#5の１対１で息を継ぎ、結局54-
70で慶進が決勝進出を果たす。
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